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NPO法人　証者数 10月8日現在  ３０８人」
発 行 日： 2024年11月30日

茨城県防災士会  だより

発行元　特定非営利活動法人

茨城県防災士会

責任者 理事長

加瀬　孝雄

令和６年度茨城県防災士会　理事会から

令和６年度茨城県防災士会理事会が開催されました。
令和６年度茨城県防災士会組織内容を報告します。

１．開催日時：令和６年１０月５日（土）１３時～

２．開催場所：水戸市社会福祉協議会ボランテイア会館MIOS（ミオス）

  １０月５日開催理事会にて上記内容について確認。理事補充の必要性を認識。

※１０月２８日に臨時総会が開催されました。審議結果につきましては後日報告いたします。

防災士会からのお願い：会員資格と年会費の扱いについて

年会費の納入は、通常総会議案書時に振込票を同封してお願いしておりますので手続き方お願いします。

なお、規約では「当該年度の会費を8月末日までに納入しなかった者は休会とする」と定められています。

記

１、当該年度の会費未納者は「休会」とする。休会扱い期間は当該年度１年とする。
２、２年度連続の未納会員は、退会届出の有無に関わらず連続した２年目年度末に「退会」扱いとする。
３、「退会」の方から年会費納入が確認され次第「復会」とする。

　ホームページのご活用を！　　 https://i-bousaishi.jp
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対 外 活 動 （ 各 エ リ ア の 講 演 会 等 ） 記 録 （１）

ひたちなか市枝川小学校マイタイムライン講習:県北エリア 　　　　　　＜マイタイムライン講習風景＞

実施団体：茨城県防災危機管理課

開催場所：ひたちなか市立枝川小学校

開催日時：令和６年９月１７日  9:00～10:30

参加防災士等：船橋淳宏、福地壽之

内容：ひたちなか市枝川小学校マイタイムライン講習

○小学校のマイタイムラインの事業を委託するための事前研修
　①水害の内容を知る。
　②自分の住んでいるところの危険度を知る（ハザードマップ）
　③マイタイムラインを作る

児童及び職員による地震対応避難訓練：県西エリア 　　　　＜地震が起きたときの対応について＞

実施団体：古河市教育委員会
開催場所：古河市立総和北中学校
開催日時：令和６年１０月３日 13:20～15:10

担当防災士等：松田義章、鶴見悦子、矢野靖彦、吉川清信、
　青木三千代、小林浩二、古池貞雄、平河内良恵、直井誠

内容：　中学２年生他約７０名で避難所運営ゲーム　　
　　　（HUG）を実施した。

○1班は4～5名で12班の構成でした。自分の学校が避難所になった
　場合を想定して訓練を実施したが、避難者が訪れる度に発生する様
　々な問題に対して、各グループのリーダーが中心となって、話し合い等により積極的に解決しようとする姿が見ら
れました。

　　　いば６　９月の放送から 　　　　　＜水戸放送局前にて＞

実施団体：ＮＨＫ水戸放送局
開催場所：ＮＨＫ水戸放送局

開催日時：令和６年９月２４日  16:30～18:30

担当防災士等：古池貞雄、松田義章

内容：いば６「双方向クイズ」台風テーマに防災士から備えや
　　　注意点について学ぶコーナーを担当

〇日頃の災害に対する備えの重要性の大切さ、そしてその具体的に分
    か りやすく話されました。　また、本人の2度の台風に関わる怖い経験
    談を話され、視聴者の方に非常に説得力のある内容でした。　

いば６　１０月の放送から 　　　　　　＜本番放送を間近に控えて＞

実施団体：ＮＨＫ水戸放送局

開催場所：ＮＨＫ水戸放送局

開催日時：令和６年１０月２３日  15:40～18:30

担当防災士等：川上政和、若林美智子

内容：いば６「双方向クイズ」津波をテーマに防災士から備え
　　  や注意点について学ぶコーナーを担当

〇10月のいば６はＮＨＫ側が総選挙対応で忙しく、事前打ち合わせの
   時間が取れずプロデューサーと出演者間のメールのやり取りでのシ
  ナリオ調整となりました。スタジオも選挙対応で別の場所になりましたが特に問題なく対応できました。
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対 外 活 動 （ 各 エ リ ア の 講 演 会 等 ） 記 録 （２）

令和６年度常陸大宮市避難力強化訓練：県北エリア 　　　　　　　　＜防災に関する講演風景＞

実施団体：常陸大宮市総務部危機管理課
開催場所：御前山地域センター別館
開催日時：令和６年７月２１日 10:15～10:45
担当防災士等：皆川雅明、柴田美智子

内容：令和元年度東日本豪雨災害において被災した地域の
ため、被災状況写真等で当時を振り返り参加者に災害の記
憶を呼び覚ますよう努めました。

○豪雨災害では那珂川上流域の水位・降雨量情報から氾濫発生予測
は可能であり、マイタイムライン活用、ご近所や自主防災組織による避
難者支援等、地域の方々の連携が逃げ遅れ防止につながることを伝え
講演を終えました。

県南エリア会議：県南エリア 　　　　　　　＜県南エリア協議風景＞

実施団体：茨城県防災士会県南エリア

開催場所：取手市福祉交流センター

開催日時：令和６年９月１４日 13:30～15:45

担当防災士等：県南エリア防災士　１４名

内容：令和６年度第１回県南エリア会議
 (1)組織人事について：R６年度組織体制説明
 (2)エリア長会議(R6.9.8)報告
 (3)県南エリア担当事業　担当者の決定
 (4)各人の意見・提案について

県南央エリア会議：県南央エリア 　　　　　　　＜県南央エリア協議風景＞

実施団体：茨城県防災士会県南央エリア

開催場所：土浦市立第四地区公民館

開催日時：令和６年９月２９日 10:00～12:00

担当防災士等：県南央エリア防災士　１７名
内容：令和６年度第１回県南央エリア会議

 （１）理事・エリア長・副エリア長・ブロック長の選出を行いました。
 （２）エリア内における事業実施報告と今後の予定の確認
 （3）11月10日（日）の研修会について説明  
 （４）防災かるたの紹介を行いました。（吉田防災士）

県央エリア会議：県央エリア 　　　　　　　＜スキルアップ研修風景＞

実施団体：茨城県防災士会県央エリア

開催場所：水戸市福祉ボランティア会館「ミオス」

開催日時：令和６年１０月１２日  13:30～15:00

担当防災士等：県央エリア防災士　５名

内容：令和６年度第２回県央エリア会議

 (1)組織体制の確認
 (2)１０月５日　第４回理事会の報告
 (3)令和６年度茨城県防災士会視察研修について
 (4)講演・ワークショップ依頼票受理状況
 (5)スキルアップ研修（新聞スリッパ）
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今　後　の　各　種　講　演　会　の　予　定
開催予定日 要請団体等 講演内容

令和６年１１月２２日（金） 古河市教育委員会
(会場：古河第三中学校）
　災害図上訓練ＤＩＧ訓練

実
施
済

令和6年11月25日（月）また
は11月26日（火）

赤塚中学校区青少年育成会
(会場：水戸市上中妻市民センター）
災害に対する心構え、地区に特化した留意点

実
施
済

令和６年１１月２８日（木） つくば市立松代小学校
(会場：つくば市立松代小学校）
学校防災連絡会議（講話、防災マップ作成）

実
施
済

令和６年１２月１９日（木） 茨城県立三和高等学校
(会場：茨城県立三和高等学校）
令和6年度「生活体験実習」特別講座（ＨＵＧ訓練）

※ 今後の各種講演会へ参加希望の方は、当該エリア長にお申し出ください。

エリア通信（エリアの動き等）
県北 会員数 40 名 県南東 会員数 42 名 　

日立市、常陸太田市、常陸大宮市、北茨城市、高萩市 龍ヶ崎市、鹿嶋市、稲敷市、神栖市、潮来市、行方市
大子町 北茨城市：会員ゼロ 鉾田市、利根町、河内町  
県央 会員数 70 名 県南 会員数 49 名 　

水戸市、ひたちなか市、那珂市、笠間市、小美玉市 つくば市、つくばみらい市、守谷市、取手市
茨城町、大洗町、城里町、東海村 　
県南央 会員数 44 名 県西 会員数 63 名 　
土浦市、牛久市、かすみがうら市、石岡市 結城市、筑西市、桜川市、下妻市、常総市、坂東市
阿見町、美浦村 古河市、境町、八千代町、五霞町

市町村防災ご担当の皆様へ  
NPO法人茨城県防災士会は、各種の防災講演会、研修会の講師派遣、DIG（災害図上訓練）、HUG（避難所
運営ゲーム）、防災マップ作成などの普及支援を行っております。

　講師の依頼等ご相談がありました場合は、下記ホームページからご連絡ください。

　ホームページのご活用を！　　 https://i-bousaishi.jp
編集/文責：広報機関誌部長　吉田　淳

　
 
 №２　小・中学生ワークショップに向けた出題

「体育館に130人避難しています。いろいろな年齢の人がいます。家族で来た人も、一人の人もいま
す。今夜はみんな、ここに泊まります。誰も食料は持っていません。水はあります。夕方で外はもう
暗く、これから外に食料をさがしに行くことはできません。みんな、お昼ご飯は食べていません。そ
こへ、賞味期限が明日の昼までのおにぎりが、60個届きました。明日朝またおにぎりが来ますが、数
は分からないそうです。全員にいきわたるかもしれない明日朝まで待ちますか。今配りますか。配る
ならば、どのように配りますか。」
子ども会の行事で、５～６人ぐらいのグループに分かれての討論コーナーを任された際、出題したも
のです。小学生でしたが、熱心に取り組んでいました。発表が、どの班長も声が小さく、やや物足り
ない結末になってしまったので、締めくくりの意見交換をしっかりできるよう、気を付けてやれば、
なかなか良いワークショップができると思います。（県央エリア　相羽晴子）


